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着装によって生起する多面的感情状態の構造

（第4報）感情構造の場面別特徴
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　目的　第３報に続いて本報では、提示被服の着装を想定して得られた感情用語の評定値

をもとに因子分析を行って主要な因子を求め、着装によって生起する多面的な感情状態の

構造を明らかにする。さらに、設定した５つの着装場面によってその構造に特徴がみられ

るか検討する。
　方法　着装による感情の評定方法は３報と同様である。本報では感情用語全体を変数と

して主因子法による因子分析をし、ついで下位構造を明らかにするため肯定的感情用語、

否定的感情用語に分類し、それぞれ因子分析を行った。さらに着装場面（通学、学外サー
クル活動、デパートへのショッピング、卒業記念パーティ、会社訪問の５場面）を要因に

因子得点を因子毎に分散分析し、有意差検定を行い、各感情因子について着装場面の特徴

がみられるか考察した。

　結果　肯定的感情状態は「快活感」「充実感」「優越感」「安心感」「女らしさ」の５

因子から成る。否定的感情状態は「抑欝・動揺」「羞恥・逃避」「圧迫感」「不安感」「

劣等感」の５因子から成る。これらの因子得点を場面を要因にして分散分析した結果、ほ

とんどの因子において場面による有意差がみられた。場面に適した服を着装した場合、会

社訪問の場面では、充実感の感情が強く、卒業記念パーティの場面では、優越感、女らし

さの感情が強く感じられていた。やや不適合な服を着装した場合、会社訪問の場面では、

不安感が強く、卒業記念パーティの場面では、抑欝感が強く感じられていた。
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　目的　前報と同じく着装によって生起する感情状態測定尺度の作成を目的としている。

本報では、前報で得られた５場面すべてを含む評定結果について因子分析およびクラスタ
ー分析を行い、感情状態の構造を比較検討した。

　方法　まず、肯定的感情因子と否定的感情因子が抽出されるかを確認する。次に、因子
負荷量をもとに因子の内容を検討し、この２つの因子の下位構造を明らかにする。クラス
ター分析では、まず、感情状態測定項目95個を変数として項目間のユークリッド距離行列

を算出し、ワード法を用いて行った。さらに肯定的感情状態測定項目のみを変数とした場

合、否定的感情状態測定項目のみを変数とした場合に分け、同様のクラスター分析を行い、
それぞれ基本クラスターを抽出し、その階層構造を求める。

　結果　感情状態測定項目95個で因子分析を行った結果、否定的感情状態測定項目の大部

分が第１因子となり、肯定的感情状態測定項目は２～５の因子に分かれて出現した。肯定

的感情状態測定項目のみ、あるいは否定的感情状態測定項目のみを用いた因子分析では、
いずれも５因子が抽出され感情状態の下位構造が表出した。感情状態測定項目95個でクラ

スター分析を行った結果、抽出された各クラスターは最終段階で肯定的感情状態と否定的
感情状態の２クラスターに分かれた。肯定的感情状態測定項目犬のみを用いたクラスター分

析では、因子分析において抽出された因子数とほぼ同じクラスターとなるように距離係数

を定め、得られたクラスターと因子を比較検討した。否定的感情状態測定項目のみを用い
たクラスター分析でも同様の検討を行っ･た。
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